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キッチンを間借りしてあなたもシェフに

出店シェフ募集
「「 「「
「「 「「

お試し大歓迎！
   免許も不要

「「 「「
「「 「「

グループでも
   　出店可

「「 「「
「「 「「

   まずは説明だけ
聞いてみるのもＯＫ

「「 「「
「「 「「

　将来お店を
出してみたい…

　料理が好きな方や飲食店の開業を目指している方が、日替わりでシェフとなりランチを提供するま
ちなかレストラン " ヤムズキッチン "
　商店街の賑わい創出と、出店者のコミュニティビジネス促進や新規開業に繋げていくことを目的に
現在 14 組の登録シェフが自慢の料理を振る舞っています。
　個人やグループでの参加、調理師免許の有無等は特に問いません。この場所を活用し、得意の料理
の腕を振るってみませんか？

【出店可能日・時間】
　平日のランチ時間帯 　11：30 ～ 14：00

（キッチン利用可能時間　9：00 ～ 16：00）　
【出店日調整】

　シェフの希望に応じ、前月に決定します。
複数回の出店やお試しでの出店など、自由な
形態で出店することが可能です。

【出店サポート】
　店舗専属の食品衛生責任者が出店をサポ
ートします。

ヤムズキッチンをもっと知る

キッチンや料理の写真、出店
カレンダー、シェフ取材記事など

出店料
出店について

【申込先・問い合わせ】　事業運営主体（まちなかレストラン創出事業 受託事業者）
　　　　　　　　　　　合同会社 オフィスくりおこ　☎ 76-7700
　　　　　【町担当課】　町ブランド推進課観光・賑わい推進グループ　☎ 76-7787

 Facebook　           Instagram　                 note
 出店情報　              料理写真　        シェフ取材記事

まちなかレストランヤムズキッチン

シェフの出店形態に応じ、2 つの区分を設
定しています。
※いずれも厨房施設・設備の使用および光熱

水費を含んだ金額です。
□サブスクリプション出店（月 2 回以上出店）

1 カ月あたり 3,000 円
□スポット登録（月 1 回の出店）

1 日あたり 2,000 円

【プロフィール】
昭和 5 年生、91 歳。町内の
農家に生まれ、23 歳で未開
地だった雨煙別に入植。自ら
開拓した土地で酪農や稲作に
取り組んだほか、栗山町農業
協同組合長などを務めた。

開拓の歩み開拓の歩み
回想録の改訂版を寄贈回想録の改訂版を寄贈
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回
想
録
に
込
め
た
想
い

　
雨
煙
別
の
戦
後
開
拓
農
家
で
あ
る
木

村
哲
郎
さ
ん
が
、
自
身
の
回
想
録
「
流

れ
雲
を
遡
っ
て 

昭
和
史 

テ
ッ
ち
ゃ
ん
」

の
改
訂
版
を
町
図
書
館
へ
寄
贈
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
回
想
録
は
、
平
成
18
年
に
出

版
し
た
回
想
録
の
改
訂
版
。
昭
和
初
期

の
暮
ら
し
や
戦
後
開
拓
期
の
農
業
風
景

が
、
木
村
さ
ん
自
身
の
心
情
を
交
え
な

が
ら
詳
細
に
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
回
想
録
と
そ
こ
に
込
め
た
想
い
に
つ

い
て
、
木
村
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

改
訂
版
の
内
容

　

初
版
の
回
想
録
は
、
自
分
が
生
ま
れ

た
昭
和
５
年
以
降
の
、
栗
山
の
生
活
・

世
相
を
語
り
継
い
で
い
こ
う
と
考
え
た

の
が
始
ま
り
で
し
た
。

　

改
訂
版
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
内
容
を
整

理
し
、
カ
ラ
ー
写
真
な
ど
の
資
料
を
多

め
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

開
拓
期
、
最
も
大
変
だ
っ
た
こ
と

　

私
が
雨
煙
別
に
入
植
し
た
当
時
、
周

囲
一
帯
は
荒
山
で
し
た
。
一
人
で
掘
っ

建
て
小
屋
を
建
て
て
住
み
、
一
面
に
生

い
茂
る
熊
笹
を
手
鎌
と
鍬
で
掘
り
起
こ

す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

大
変
な
暮
ら
し
で
し
た
が
、
明
治
や

大
正
の
農
家
の
方
が
大
変
だ
っ
た
と
思

い
、
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
の
農
家
の
暮
ら
し

　

ど
の
農
家
に
も
、
１
頭
は
馬
が
い
ま

し
た
。
馬
は
現
在
の
ト
ラ
ク
タ
ー
や
乗

用
車
の
代
わ
り
だ
っ
た
の
で
す
。

　

子
ど
も
の
出
産
が
近
付
く
と
、
産
婆

さ
ん
を
迎
え
に
、
市
街
ま
で
馬
そ
り
を

走
ら
せ
ま
し
た
が
、
往
復
で
２
時
間
も

か
か
り
ま
し
た
。

　

入
植
直
後
は
ソ
バ
や
大
豆
を
植
え
て

い
ま
し
た
が
、
後
に
栗
山
町
農
業
協
同

組
合
か
ら
引
き
取
っ
た
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

が
活
躍
。
整
地
し
た
土
地
で
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
の
栽
培
が
で
き
ま
し
た
。

町
民
に
向
け
て
一
言

　

年
配
の
方
に
は
、
当
時
を
懐
か
し
く

感
じ
て
ほ
し
い
。
若
い
方
に
は
、
昭
和

と
い
う
、
何
も
な
か
っ
た
時
代
に
思
い

を
は
せ
て
ほ
し
い
で
す
。


